
� 試験品࡟内在し࡚いࡿ欠陥ࠊ或いࡣ弱点を短時間
ࠋ可能ࡀ࡜こࡿࡍ抽出࡟

� 試験品ࠊ࡟振動ࡼ࠾ࠊび温度ࡢ㈇荷を୚えࠊ通常動
作した状態࡛機能試験を行いࠊ仕様ࡢ外側࡟あࡿ稼
働限界ࠊ破壊限界を探しまࠋࡍ

� 試験期間:５日間㸦標準的࡞試験ࡢ場合㸧

� 測定結果を設計ࣇ࡟ィ࣮ࢻバックࡿࡍこࠊ࡛࡜短期
間࡟信頼性࡜品質ࡢ改善ࡀ可能࡛ࠋࡍ

� HALT試験

稼働限界࡜破壊限界を見極ࡿࡵ過程࡛ࠊ試験品࡟内在し࡚いࡿ欠陥ࠊ或い
ࠋࡍ試験࡛ࡢࡵたࡿࡍ࡜参考ࡢ製品改善ࠊ࡛࡜こࡿࡍ弱点を抽出ࡣ

� HALT試験ࡢ手順
ձ冷却ステッࣉ試験

試࡟毎℃10ࡽ࠿常温ࠊま࡛ࡿ࡞࡟℃100－
験品を冷却しࠊ通常動作し࡞くࡿ࡞限界
ࠋࡍ温度を探しまࡢ

ղ加熱ステッࣉ試験
試࡟毎℃10ࡽ࠿常温ࠊま࡛ࡿ࡞࡟℃00」＋
験品を加熱しࠊ通常動作し࡞くࡿ࡞限界
ࠋࡍ温度を探しまࡢ

ճ急㏿温度変化試験
冷却ステッࣉ試験ࠊ加熱ステッࣉ試験ࡢ
結果ࠊࡽ࠿低温ࡽ࠿高温ࠊ高温ࡽ࠿低温
を交互10࡟分間ࡎつ繰ࡾ返しࠊ急㏿温度
変化࡟起因ࡿࡍ試験品ࡢ欠陥ࠊ或いࡣ弱
点を探しまࠋࡍ

մ振動ステッࣉ試験
常温࡛0ࠊGrmsࠊࡽ࠿段階的70࡟Grmsま࡛
振動を୚えࠊ通常動作し࡞くࡿ࡞限界ࡢ
振動値を探しまࠋࡍ

յ複合試験
急㏿温度変化試験ࠊ振動ステッࣉ試験ࡢ
結果ࠊࡽ࠿急㏿温度変化࡜振動を同時࡟
୚えࠊ複合ࡢ環境࡟起因ࡿࡍ試験品ࡢ欠
陥ࠊ或いࡣ弱点を探しまࠋࡍ
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機能
試験
実施ࡢ

� 特長

ձ 6自⏤度ランࢲム振動方式ࡿࡼ࡟加振

試験品6ࠊ࡟自⏤度ランࢲム振動方式࡛振動スࣞࢺスを୚えࡿこࡼ࡟࡜
୙具合ࡢ࡝࡞半⏣クラックࡢ基板(࡞困難ࠊࡣい。また࡞ࡁ࡛ࡀ検出ࠊࡾ
୙良を短時間࡛把握ࡿࡍこࡁ࡛ࡀ࡜ま6ࠋࡍ自⏤度ランࢲム振動方式࡜
ࡽ加え࡟同時ࡀ回転加㏿度運動ࡢ軸方向「࡜直線加㏿度運動ࡢ方向「ࠊࡣ
ࠋࡍ振動方式࡛ࡿࢀ

ղ 広範囲温度制御

試験物ࡢ限界値。稼働限界や破壊限界)を把握ࡿࡍた100-ࠊࡵ℃～＋
ࠋࡍまࡁ࡛ࡀ࡜間࡛温度制御を行うこࡢ℃00」

ճ 急㏿࡞温度可変勾配㸦60℃/分以上㸧

ࡾࡼ࡟࡜温度可変勾配を行うこࡢ分ࠖ/℃60ࠕ 試験品࡟潜ࡴ୙具合を
従来ࡢ恒温槽ࡢ࡝࡞環境試験装置࡟比べࠊ短時間࡛発生ࠊ把握ࡿࡍこ࡜
ࠋࡍまࡁ࡛ࡀ

� 主࡞仕様

� 6自⏤度ランࢲム振動方式

� 最大70Grms࡛ࡢ加振

� 幅広い温度設定㸦-100℃～「00℃㸧

� 液体窒素ࡿࡼ࡟急㏿冷却㸦60℃以上/分㸧

� 振動テ࣮ࡢࣝࣈ寸法：76「mm×76「mm

公益㈈団法人 福岡県産業࣭科学技術振興㈈団
社会システム実証セン࣮ࢱ
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